
社 会 科 学 習 指 導 案  
２年Ａ組 男子１１名 女子９名 

指 導 者  角 崇 史      
１ 単元名  開国と幕府の終わり 
 
２ 単元の目標 
・ 江戸時代末期の国内外における歴史的事象に関心を高め、幕府が滅亡することとなった理由や時

代背景について意欲的に追究しようとしている。            （関心・意欲・態度） 
・ 江戸幕府の大名統制や百姓・町人に向けての政策、鎖国等の対外政策が変化した理由について、
国内外の社会情勢をふまえて考察し、適切に表現することができる。   （思考・判断・表現） 

・ 財政の立て直しに成功した諸藩の改革と比較して、天保の改革が失敗した理由等を適切に読み取
ることができる。                           （資料活用の技能） 

・ これまでの幕府の政策や改革とその影響、幕府が滅亡するに至るまでの歴史的事象についての知
識を身に付けている。                           （知識・理解） 

                                      
３ 単元の全体計画（全５時間） 
（１）日本を取りまく世界情勢の変化・・・１時間 
（２）諸藩の改革と幕府の衰退 ・・・・・１時間 
（３）黒船来航の衝撃と開国 ・・・・・・１時間 
（４）江戸幕府の滅亡  ・・・・・・・・２時間（本時２/２） 
                                        
４ 本時の学習（５／５時） 
（１）ねらい 
    江戸幕府を存続させるために有効だと思う政策を既習事項から考えることで、幕府の滅んだ理

由を明確にすることができる。 
 
（２）研修主題との関連 

＜本校研修主題＞ 
 
 
   生徒は授業に真面目に取り組んでおり、自分の考えを発表したり、グループで意見交換をしたり

する活動に意欲的に参加する。しかし、自分の考えを説明する際、経験や既習事項、資料を根拠と
しながら説明したり、他と比較して自分の考えを構築したりする力の定着は、まだ不十分である。
また、歴史的事象は過去の事実であり、歴史的分野を暗記教科だと考えている生徒も多い。   

そこで、次の点に留意して、授業を展開していく。 
・ 「史実を変えることができたら」という仮定で学習課題を設定し、生徒が自分の既習経験や体

験等を踏まえ、自由な発想で考えることができるようにする。しかし、課題解決に際しては、歴
史的事象とその影響を踏まえて考え発表させることで、思考・判断力、表現力を高め、歴史的知
識の定着も図る。                      （主体的な学びの場の設定） 

  ・ 考えの似た生徒同士でグループを作り、改革の政策について、既習事項や資料を根拠としなが
ら考えを構築する。その後、考えの異なる生徒との話合いを行わせ、政策のランキングを決定さ
せることで、対話的で深い学びを引き出す。 

・ 板書を構造化し、思考のよりどころが歴史的事象を根拠としたものになるようにする。 
                                （共に学び合う場の設定） 

                                
（３）本時の展開 

時配 学 習 活 動 ・指導上の留意点  ★評価（評価方法） 
◆研修主題との関連 

８ １ 既習事項を整理し、課題解決の見通しをも
つ。 

 ○大名統制（武家諸法度、その他法令等） 
 ○対外政策（禁教、貿易統制等） 
 ○国内政策（新田開発、商業政策、身分制度

等） 
 ○三大改革と田沼の政治 

（享保、寛政、天保の改革の内容
と結果、影響） 

 ○諸藩の改革（成功した例） 
 ○開国（不平等条約、安政の大獄等） 

・江戸幕府が約 260年間続いた理由として考え
られることを、ランキング形式で整理させて
おく。     ◆主体的な学びの場の設定 

・江戸幕府の国内外の政策について、既習事項
を確認する。 

・享保の改革、田沼の政治、寛政の改革、天保
の改革の特徴を押さえる。 

・改革に成功した諸藩の事例も確認する。 
 

２ ２ 本時の課題を確認する。 
 
 

 
 
 もし、自分が徳川慶喜なら江戸幕府を存続させるためにどのような改革を進めるか。 

「自ら学び、共に学び合い、粘り強く取り組む生徒の育成」 



１０ ３ 改革の内容を考える。 
（１）個人で進める政策を考える。 
 〇大名統制･･･大名や藩に対して 
 〇対外政策･･･外国や貿易に関して 
〇国内政策･･･百姓や町人に対して 

・自分で選んだ視点について、政策とその影響
を一つ以上考えるよう指示する。 

・大名統制、対外政策、国内政策の三つの視点
のうち、ランキングを１位にしている生徒同
士でグループ①を作っておく。 

 （２）グループ①で進める政策を話し合う。 
 ○大名統制の例 
 

・各自が考えた政策の内容について、どのよう
な影響が考えられるか、根拠を確認しながら
話し合うことを確認する。 

・グループ②での活動に向け、発表メモをつく
るように指示する。 

・発表メモが書き出せない生徒には定型文を提
示する。     ◆共に学び合う場の設定 

２０ ４ 改革の内容をグループ②で話し合う。 
（１）グループ①で話し合った政策について、

発表する。 
（２）グループ②内で、重点政策を選び、ラン

ク付けして、自分たちの改革を考える。 
 
慶応の改革 幕府Ａ 
 
 
 
 

  
 
  
 ３貿易をする品物を限定する。 
 
 
 
 
  

・各グループから二人ずつ集まり、グループ②
（幕府）を二つつくるよう指示する。 

・グループ②では、どのような政策を進めるの
か根拠を示し、根拠の妥当性を吟味し合うよ
うに伝える。 

・机間指導では、根拠となる史実や資料を明ら
かにして説明したり、既習事項や生活経験と
結び付けて考えたりしている生徒を認める。 

 
 
 
 
 
 
 
・改革として行う政策と選んだ理由を黒板に掲

示していくよう指示する。    
◆共に学び合う場の設定 

 
 

１０ ５ 本時の学習を振り返る。 
 ・ 幕府の終わりは「時代の流れ」であり、

止められなかったと思う。 
・ 「時代の流れ」に応じた改革をしていれ
ば幕府は存続できたと思う。 

 ・ 厳しくするだけではなく、「時代の流れ」
を読んで改革を行えばよかったと思う。 

・話合いを通して、江戸幕府の存続について考
えたことを、「時代の流れ」という語句を用
いて、ノートにまとめさせる。 

・数人を指名し、発表させる。 

（４）授業の視点 
  ・ 徳川慶喜になったと仮定して、江戸幕府存続のための政策を考える学習活動において、事象や

意見を可視化した板書をしたり、意見交換の場を設定したりしたことは、生徒が共に学び合い、
考えを深めていく上で効果的であったか。 

 
５ 板書計画 

     
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

課題 もし、自分が徳川慶喜なら江戸幕府を存続させるためにどのような改革を進めるか。 

 大名の意見を取り入れたり、外国としっ
かり話し合ったりするような決まりをつ
くれば、江戸幕府は続いたかもしれない。 
 しかし、幕府には改革を進めていく力は
もうなかったのだろう。 

まとめ 

★社会的事象についての知識・理解 
幕府が行った政策と、その影響について

理解している。    （ノート、発言） 
 

江戸幕府  
２６０年間も続いた理由 
 大名統制・・武家諸法度、厳しい罰則 
 鎖国・・・・キリスト教禁止、貿易統制 
 軍事力、経済力・・幕領、旗本八万騎 

新田開発、街道の整備・・産業の発展 
 身分制度・・百姓、町人、差別された人々 

幕府Ａ  慶応の改革（仮）徳川慶喜   幕府Ｂ 

３ 貿易品目を制限する 
関税自主権がないので国内産
業が大打撃を受けたから 

一時的にう

まくいくが

失敗 

倒幕運動 

薩長同盟 

尊王攘夷 

開国 

１ 参勤交代を廃止する。 
  経済的に余裕が出て、幕府に対

する反感が少なくなるから。 
 

改革に成功した諸藩 
 薩摩、長州、肥前、土佐藩等 
  西洋の技術導入、借金棚上げ 
  有能な下級武士の登用 等 

参勤交代を廃止する。 
それは、 
参勤交代を廃止したら、 
それぞれの藩が、経済的に余裕が出て、 
幕府に対する反感も減ると思うからで
す。 
 

百姓一揆 
 享保の改革 
 田沼の政治 
 寛政の改革 
 天保の改革 

★社会的事象についての思考・判断・表現 
江戸幕府を存続させるために必要だと思

う政策を、歴史的事実とその影響から考え、
根拠を明らかにして説明している。 

    （発言、ノート） 
 

２ 年貢を軽くする。 
ききん等で米がとれなくて、百姓一
揆や打ちこわしが起こったから。 

３ ▽▽▽▽の実施 
理由・・・・・・・・ 

１ ◎◎◎◎の実施 
 理由・・・・・・・・ 

２ □□□□の実施 
理由・・・・・・・・ 

１ 参勤交代を廃止する。（大名） 
  経済的に余裕が出て、幕府に対する
反感が少なくなるから。 

２ 年貢を軽くする。  （国内） 
  ききん等で米がとれなくて、百姓一
揆や打ちこわしが起こったから。 

 
３ 貿易品目を限定する。（対外） 
  関税自主権がないので、国内の産業
が打撃を受けたから。 

打ちこわし 


